
■内 容
＜第一部＞ 「四国コンテンツ映像フェスタ2014」表彰式

（１）入賞作品の表彰
（２）入賞作品の上映

＜第二部＞ 四国コンテンツセミナーin徳島
（１）講演１

演題：「コンテンツ制作と著作権 -近年の著作権法改正から-」
講師：香川大学 大学連携e-Learning教育支援センター四国

教授 村井 礼（むらい ひろし） 氏
（２）講演２

演題：「映画と地域の結びつき」
講師：映画監督、一般社団法人ニコニコフィルム

蔦 哲一朗（つた てついちろう） 氏

■定 員 ： ８０名
（先着順で定員になり次第受付を終了します。）

■参加費 ：無料
【お申込み方法は裏面をご参照ください。】

■主 催：四国総合通信局、四国情報通信懇談会、四国情報通信協力会
■協 賛：一般社団法人映像情報メディア学会、株式会社ＳＴＮｅｔ、株式会社ＮＴＴドコモ四国支社

映像制作について学びませんか
地域コンテンツの制作と著作権

地域をテーマとして作成された映像・画像などの地域コンテンツは、地域を活性化させるツールとして
期待が高まっています。こうした地域コンテンツの魅力や期待についてご理解いただくための機会とし
て、映像コンテストの表彰式とコンテンツセミナーを開催します。

＜第1部＞

映像コンテストの表彰式
13:00～14:20

「四国コンテンツ映像フェスタ２０１４」表彰式

※入賞作品の上映も行います。 ＜第2部＞

著作権や映像制作の講演
14:30～16:40

四国コンテンツセミナーin徳島

※作品の制作に役立つ知識をご提供します。

２０１５

２．２６(木)

１３：００～１６：４０
あわぎんホール 5F 小ホール

（徳島県徳島市藍場町２－１４）



氏 名 所属企業・団体
連絡先

（e-mail または 電話番号)

「四国コンテンツ映像フェスタ2014表彰式」・「四国コンテンツセミナーin徳島」 参加申込書

四国総合通信局 電気通信事業課 宛 FAX：089-936-5014 e-mail:shikoku-contents@soumu.go.jp

＜お問合せ・お申込み先＞

四国総合通信局 電気通信事業課
TEL：089-936-5044 FAX：089-936-5014

◆ 参加申込みは以下のいずれかの方法でお申込み下さい。

① インターネットでの申込み
http://shikoku-ict.jp/?p=4885
上記URL（四国情報通信懇談会ホームページ）の申込みフォームからお申込み下さい。

② e-mailでの申込み
shikoku-contents@soumu.go.jp
上記アドレスに、件名を「コンテンツ映像フェスタ2014参加申込み」として、本文に氏名、所属企業・団体、
連絡先（e-mailまたは電話番号）を記入の上、お送り下さい。

③ FAXでの申込み
以下の参加申込書に必要事項を記入の上、お送り下さい。

申込期限：
平成２７年２月２０日(金)

≪講演概要・講師プロフィール≫

演題： 「映画と地域の結びつき」
講師： 映画監督、一般社団法人ニコニコフィルム 蔦 哲一朗（つた てついちろう） 氏

『講演概要』

池田高校野球部の元監督・蔦文也の孫として生まれ、池田町でサッカーに明け暮れた高校
時代までの生い立ちからはじまり、東京工芸大学に映像を学びに上京した理由や、大学生活
でのエピソードについて、写真を交えながら映画監督になるまでの過程をご説明する。

また、徳島の祖谷を舞台にした「祖谷物語－おくのひと－」の撮影について、地元の方々の
映画への関わり方や、具体的にどういったご協力のもと映画が完成していったのかをお話させ
ていただく。

『プロフィール』
映画監督。１９８４年生まれ、徳島県出身。祖父は池田高校野球部の元監督・蔦文也。

上京して東京工芸大学で映画を学び、２０１３年に地元、徳島の祖谷地方を舞台にした映画「祖谷物語－おくのひと－」を発表。

東京国際映画祭をはじめ、トロムソ国際映画祭で日本人初となるグランプリを受賞するなど多くの映画祭に出品され話題となる。

現在は次回作、祖父 蔦文元也監督のドキュメンタリー映画を製作中。２０１４年、徳島県県庁より『阿波文化創造賞』を受賞。

演題： 「コンテンツ制作と著作権 -近年の著作権法改正から-」
講師： 香川大学 大学連携e-Learning教育支援センター四国 教授 村井 礼（むらい ひろし） 氏

『講演概要』

ネットメディアの普及やスマートデバイスの高機能化により、誰でも手軽に動画コンテンツを
制作し、インターネット上で共有する時代がやってきた。特に10代から20代の若者を中心に活
動が盛んであり、日々、魅力あるコンテンツが生まれている。

このような社会環境を反映して、近年では、いわゆる「写り込み」など、著作権者の利益を不
当に害しないものであれば著作権侵害に問わないとする法改正が行われている。また、著作
権者自身が自由利用の意思表示を行う事例も増えており、コンテンツの作り手側にとって利便
性が向上している。

本講演では、コンテンツ制作と公開にまつわる著作権法の基本と、近年の法改正について話
題提供を行い、若者のクリエイティブ活動の活性化につなげたい。

『プロフィール』
香川大学・大学連携e‐Learning教育支援センター四国・教授。博士（工学）・１級知的財産管理技能士。

著書「漫画で学ぶ知的財産管理技能検定３級マスター」（三和書籍出版）をはじめ、知的財産教育におけるエデュテイ
ンメントの研究に従事。現在は、四国内の大学間でe‐Learningによる大学連携教育の仕組み作りに奔走中。大阪府出身。
１９６９年生。


